
「第４次雲南市教育基本計画（案）」に関するパブリック・コメントの結果について 

 

雲南市教育委員会では、教育基本法第１７条第２項に規定する地方公共団体にお

ける教育振興基本計画として令和２年度からの５年を計画期間とする「第４次雲南市

教育基本計画」の策定作業を進めています。 

 この計画は、生涯学習社会の実現を目指すとともに、社会全体の教育力の向上を図

るための本市教育の基本的な方向を明確にし、その実現のために必要な施策を明ら

かにするものです。 

 本計画について、下記のとおりパブリック・コメント（意見募集）を実施しました。 

 

１．意見募集期間 

令和２年１月２０日（月）～令和２年２月１４日（金） 

 

２．意見提出人数 

１人 

 

３．意見提出件数 

１０件 

 

４．お寄せいただいたご意見・ご提案と市の考え方 

No. 提出されたご意見・ご提案 ご意見・ご提案に対する市の考え方 

  （ご意見に対する共通事項） 

本計画は、個別の施策に関する具体的な事業計画を記載す

るものではないため、このたびのご意見により計画に記載してい

る内容についての変更はいたしませんが、頂いた具体的なご意

見につきましては、貴重な意見として今後の取り組みの参考にさ

せて頂きます。 

なお､ご意見に対する個別事項の考え方は以下のとおりです。 

１ 昨年、5月滋賀県大津市の保育園

で園外活動の散歩中に不慮なこと

に交通事故にあってしまい死亡する

事故があったが雲南市でもこのよう

な事案が起きないように対策を講じ

てもらいたい。 

滋賀県大津市の交通事故から、雲南市では、市内全園の園外

活動における危険個所を抽出し、警察署及び道路管理者と連携

して合同点検を実施しました。 

合同点検において対策が必要と判断された箇所におきまして

は、警察署及び道路管理者へ改善の要望を行い、対策を講じて

いくこととしております。 

引き続き、安全マップや園外保育マニュアルに基づき、園外保

育時の安全管理に努めます。 



No. 提出されたご意見・ご提案 ご意見・ご提案に対する市の考え方 

２ 18年に発生した大阪北部地震で

高槻市内の小学校のブロック塀が倒

壊し登校中だった小学4年生が下敷

きになり死亡する事故が発生した。

雲南市内の市立の小中学校でもブ

ロック塀があるところは点検し、修繕

や撤去が必要なところには対策を講

じてもらいたい。それにかかる費用

は国に要望すべき。加茂町東谷175

番地付近の歩道の狭い所登下校時

児童が車道にはみ出して危険なの

で児童の安全のためにも対策してほ

しい。 

市内小中学校のブロック塀については、既に点検を実施して

おり、危険な箇所については撤去しました。 

また、通学路については、「雲南市通学路交通安全プログラム

」に基づき、学校や警察署、道路管理者等と連携し、毎年度、通

学路危険個所の把握と対策に努めていますので、ご指摘頂いた

箇所についても現場確認を実施し、今後、対応を検討します。 

３ 小中学校の校内にLANが現時点

で整備していない学校については

整備してもらいたい。政府が令和１

年度補正予算で1人1台PC又はタブ

レットを配布することを盛り込んだが

是非雲南市でも1人1台タブレット構

想を実現してもらいたい。将来を担う

子供たちへの投資。教育現場にICT

環境を整備する。タブレットで理科の

実験映像を視聴できるようにするな

ど 

ICT環境については、継続的に環境整備を行っていく考えで

すが、整備内容については検討が必要な面もあるものと考えて

います。 

４ 2020年度から小学3年生から外国

語活動が始まる予定だがALTをもっ

と積極的に招聘してもらいたい。 

指導担当主事の学校訪問の実施や外国語指導助手を派遣

するなどにより、外国語活動の充実に取り組むこととしています。 

５ 市内の小中学校の普通学級で空

調設備（エアコン）が整備されていな

い所については速やかに整備しても

らいたい。勉強しやすい環境を提供

 夏場暑い中では授業に集中できな

い。 

 現在、市内小中学校の普通教室においては、平成２８年度に

空調設備(エアコン)の設置を完了している状況です。 

  



No. 提出されたご意見・ご提案 ご意見・ご提案に対する市の考え方 

６ 部活動が教職員の負担にならな

いように外部指導員（指導者）制度

を導入し外部指導員（指導者）が実

際に教え監督し教職員の負担にな

らないよう最大限配慮する。 

外部指導員（指導者）に資格を保

有させたり研修などをする。ブラック

部活問題を解消する。 

教職員の調整額をやめて超過勤

務手当を実費支給する。 

現行制度には課題もあるものと思われます。本計画において

も外部指導者の活用により指導体制の充実を図ることとしていま

すので、こうした中で総合的な検討を行っていきます。 

なお、調整額については、国・県の関係機関と協議が必要とな

ります。 

７ 雲南市で生まれたこと学ぶことが

誇りに思える教育をする。 

 

「夢」発見プログラムで取り扱う「自然環境・歴史と文化」では、「

ふるさとを誇りに思い、自分に生かす子どもの育成」を「めざす子

どもの姿」として設定しています。 

こうしたことから、雲南市で生まれたことや学ぶことを誇りに思

ってくれる子どもの育成を図る取り組みと考えています。 

８ 社会見学や職場体験学習インタ

ーンシップ、企業の人を呼んで講義

を実施しミスマッチを防ぐ。 

 

新しい学習指導要領では、学校と家庭、地域等が育てたい子

ども像を設定し、共通した理念の下、それぞれの役割において

教育活動を行い、「社会に開かれた教育課程の実現」が重要と

位置づけられています。こうした背景を意識し、子どもの学びや

育ちを支援する基本的な柱に、「『夢」発見プログラムのさらなる

充実』や「コミュニティ・スクールの活性化」を設定していますので

、ご指摘の内容は当然含んでいます。 

また、「夢」発見プログラムの「世の中の仕組みと勤労」では、

市内一斉の職場体験や企業のトップによる講演等も実施してい

ます。 

９ 少人数教育 

 １学級あたりの児童数 先生1人:3

0人 

きめ細かい指導 ティームティー

チング 習熟度別 基礎からしっかり

コース、発展どんどんコース 等 

児童生徒が主体的に学習に取り組む態度を育成するため、少

人数指導など指導方法を工夫する計画としています。 

   



No. 提出されたご意見・ご提案 ご意見・ご提案に対する市の考え方 

10 コウノトリ誤射事件は二度と起こし

てはならない出来事。 

雲南市のイメージが落ち傷がつく

ような悪い意味で全国的ニュースに

なるようなことはやめてほしい。再発

防止に市も全力で取り組むべき事案

。コウノトリをより一層大切に見守らな

ければならない。 

コウノトリについては、文化財保護法に基づき、適切な保護を

施すとともに、「“幸せを運ぶコウノトリ”と共生するまちづくりビジョ

ン」に基づき、雲南市のブランド価値の向上を図ります。 

 


